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JEEF の活動の最新トピックをご紹介します！今期も「体験
と対話を重視した環境教育」をさまざまなかたちで提供しまし
た。環境教育等促進法基本方針も5 年に一度の改定を迎え、
2024 年 5月に閣議決定されました。JEEFも改めて環境教育・
ESD の方向性を見つめ直す機会となりました。

4
年
ぶ
り
の

清
里
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

＠
清
泉
寮

2
0
2
3
年
12
月
の
清
里
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
通
算
37
回
）
を
、
4
年
ぶ

り
と
な
る
キ
ー
プ
協
会
清
泉
寮
及
び

山
梨
県
立
八
ヶ
岳
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
経
て
、
清
里

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
原
点
と
な
る
場
所

で
再
開
で
き
た
こ
と
は
大
変
感
慨
深

い
で
す
。
会
場
の
関
係
で
総
勢
120
名

と
過
去
よ
り
は
小
規
模
で
す
が
、
そ

の
ぶ
ん
密
な
交
流
が
で
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
型

環
境
教
育
の
提
案
〜
2
0
3
0
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
〜
」。
全
体
会
で

は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
概
要

と
、
自
然
学
校
や
環
境
教
育
が
担
う

役
割
、
他
業
種
の
連
携
に
よ
る
広
が

り
を
4
名
の
ゲ
ス
ト
と
参
加
者
が
一

緒
に
考
え
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
参
加

者
主
体
と
な
っ
て
意
見
交
換
や
体
験

が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
貪
欲
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
便
利
な
一
方
、
直
接
会
っ
て

集
ま
る
こ
と
で
し
か
感
じ
ら
れ
な
い

熱
も
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
得
た

も
の
を
持
ち
帰
り
、
新
し
い
発
展
に

今
後
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

環
境
教
育
等
促
進
法
基
本

方
針
の
改
定
に
参
画

「
環
境
保
全
活
動
、
環
境
保
全
の

意
欲
の
増
進
及
び
環
境
教
育
並
び
に

協
働
取
組
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
」
の
5
年
に
一
度
の
改
定
に

向
け
た
専
門
家
会
議
の
事
務
局
を

J
E
E
F
が
担
当
し
、
2
0
2
4
年

5
月
に
閣
議
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

1
年
に
渡
り
、
多
く
の
方
と
意
見
交

換
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
も
の
が
か
た

ち
に
な
り
、達
成
感
も
ひ
と
し
お
で
す
。

基
本
方
針
で
は
環
境
教
育
に
お
い
て

こ
れ
ま
で
重
視
し
て
き
た
体
験
活
動

に
加
え
て
、
多
様
な
主
体
同
士
の
対

話
と
協
働
を
通
じ
た
学
び
や
I
C
T

を
活
用
し
た
学
び
の
実
践
を
、
学
校
、
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

6
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

第
1
年
次
を
終
了

地
域
、
企
業
等
の
様
々
な
場
で
推
進

す
る
こ
と
等
が
明
記
さ
れ
る
と
と
も

に
、
中
間
支
援
組
織
の
強
化
等
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
定
の
内
容
は
環

境
省
の
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
る
の
で
、
ぜ

ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
2
0
2
4
年

4
月
か
ら
、
J
E
E
F
は
E
S
D
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
担
う
こ
と

に
な
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン
G
E
M
S
セ
ン
タ
ー
が

「
E
L
M
S
セ
ン
タ
ー
」
へ

ジ
ャ
パ
ン
G
E
M
S
セ
ン
タ
ー

は
、
2
0
2
4
年
4
月
1
日
付

け
で
名
称
を
E
L
M
S
セ
ン
タ
ー

（
E
x
p
l
o
r
a
t
o
r
y 　

 

L
e
a
r
n
i
n
g  

i
n  

M
a
t
h 

a
n
d 

S
c
i
e
n
c
e
：
科
学
と
数

学
の
探
究
的
な
学
び
）
へ
と
変
更
し
、

新
た
な
探
究
的
な
学
び
の
セ
ン
タ
ー
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
。
時
代
に
合
わ
せ
役

割
を
刷
新
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
G
E
M
S
セ
ン
タ
ー
が
大
切

に
し
て
き
た
視
点
の
他
、
持
続
可
能

な
社
会
へ
の
視
点
や
多
様
性
の
尊
重
、

場
づ
く
り
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
要
素
を
新
た
に
加
え
て
、
科
学

と
数
学
の
探
究
的
な
学
び
を
追
及
し

て
い
き
ま
す
。

2
0
0
1
年
の
設
立
以
来
、
22

年
間
に
わ
た
り
全
国
（
海
外
も
）
で

実
施
し
て
き
た
G
E
M
S
が
区
切

り
を
迎
え
た
寂
し
さ
を
感
じ
つ
つ
、

G
E
M
S
の
知
見
や
経
験
と
環
境
教

育
の
融
合
が
よ
り
進
め
や
す
く
も
な

る
期
待
も
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
今

後
の
E
L
M
S
セ
ン
タ
ー
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

地
球
の
こ
ど
も
夏
号
で
も
紹
介
し

た
、
外
務
省
日
本
N
G
O
連
携
無
償

資
金
協
力
の
支
援
に
よ
り
進
め
て
い

る
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ジ
ョ
シ
ョ
ー

ル
県
の
零
細
ヤ
シ
砂
糖
生
産
者
と
花

卉
農
家
の
6
次
産
業
化
を
通
じ
た
生

計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
1
年
次
）」

が
終
了
し
、
第
2
年
次
が
開
始
と
な

り
ま
す
。
第
1
年
次
事
業
で
は
、
零

細
農
村
生
産
者
135
世
帯
を
対
象
と
し

た
6
次
産
業
を
進
め
る
た
め
の
基
盤

整
備
、
組
織
化
や
能
力
開
発
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
、
ヤ
シ
砂
糖
、
花
卉
、

手
工
芸
品
、
ア
グ
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

グ
ル
ー
プ
で
組
合
を
つ
く
り
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
制
作
や
商
品
開
発
・
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
の
技
能
向
上
、
学
校

で
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

等
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
協
同

組
合
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
各

専
門
家
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

協
働
・
連
携
し
な
が
ら
、
研
修
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
し
て
受
益
者
135
世
帯
に

よ
る
商
品
開
発
や
市
場
販
売
へ
向
け

た
技
能
向
上
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
で
生

計
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
、
開
発
に
よ
る
環
境
問
題
や
自
然

破
壊
を
防
ぐ
と
と
も
に
、モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
他
で
も
拡
大
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
期
待
で
す
。

文
：
垂
水 

恵
美
子
（
J
E
E
F
） 学校菜園で収穫した野菜を使った交流プログラム


